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あらまし：学習成果を蓄積し振り返るのに e ポートフォリオを用いることが行われている。しかし、e ポ
ートフォリオの記録と閲覧を負担に感じる学習者もいる。そこで、SNS を利用して学習に関する気軽な

つぶやきを記録する、e ポートフォリオの代替となるシステムを開発することを考えた。蓄積されたつぶ

やきの統計的な性質を可視化する機能を構想している。SNS として LINE を採用してシステムの試作と予
備実験を行ったことを報告する。 
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1. はじめに 
近年 e ポートフォリオを導入する教育現場が増え

てきている。Classi, Japan e-Portfolio などが利用され

ているが、商用、独自開発な部分があるため導入す

ることは難しい。また、SNS 型 e ポートフォリオ 
Feelnote(1) では、学習活動を記録するだけでなく、

他者と振り返りを共有することができ、SNS でつぶ

やくような感覚でライフログを蓄積することができ

る。 
 一方、LINE は現在多くのユーザが利用している。 
ICT 総研の「2018 年度 SNS 利用動向に関する調査」

（2018 年 11 月に実施）によれば LINE の利用率は

80%を超える。これを活かして、LINE 上で動作する

bot (LINE bot)を学習に利用することが提案されてい

る(2)。LINE で日常の出来事を気軽につぶやくユーザ

も多いことから、LINE bot を用いて学習活動の振り

返りを促すことが提案されている(3)(4)。 
 本システムは、LINE bot を用いて、気軽につぶや

きを残すことで e ポートフォリオの代替的な役割を

担うことを意図したものである。また、つぶやきの

統計的な性質を可視化することで、ユーザの振り返

りを深めるシステムの試作を紹介する。 
 
2. システムの構成要素 
2.1 LINE Messaging API 
 LINE Messaging API とは、LINE が提供するサー

ビスの一つで、LINE 上で動作するボットを作成でき

る。LINE Messaging API には LINE 公式アカウント

と対話するユーザに向けてメッセージを返信する応

答メッセージ機能と、任意のタイミングでユーザに

直接メッセージを送信するプッシュメッセージ機能

が存在する。 

 

2.2 形態素解析 
 形態素解析は、自然言語処理で、文中で意味をな

す最小単位の要素(形態素)について、辞書の情報と

比較することで、品詞、活用形の種類などを決定す

ることをいう。 
 形態素解析エンジンは  JUMAN, JANOME, 
kuromoji など数多く存在する。本システムでは京都

大学情報学研究科が開発したオープンソースの形態

素解析エンジンである MeCab(5)を採用した。デフォ

ルトの出力フォーマットは表層形,品詞,品詞細分類

1,品詞細分類 2,品詞細分類 3,活用型,活用形,原形,読
み,発音となっている。 
 また、MeCab 用の辞書は、異なるコーパスに基づ

く IPA 辞書, Juman 辞書, Unidic 辞書などがある。 
2.3 感情分析 
テキストに含まれる感情を抽出する分析の 1 つと

して、極性分析というポジティブ、ネガティブさの

強さを評価するものがある。感情・行動表現の単語

に感情のタグ付けを行った辞書や、ポジティブ、ネ

ガティブの強さを表す実数値（感情極性(6)(7)）を対応

づけた辞書を利用して分析する。 
 
3. システム概要 
本 LINE bot は node.js, LINE Messaging API を用い

て開発を行っている。また、形態素解析エンジンは

MeCab を用いている。IPA 辞書に加えて新語・固有

辞書現の解析に優れる mecab-ipadic-NEologd(8)を用

いた。 
感情極性辞書としては、文献(6)(7)の日本語評価極

性辞書を独自に修正したものと, 文献(9)の「単語感

情極性対応表」の辞書を用いている。 
独自の辞書は、正の感情極性の語数 11941 語, 負

の感情極性の語数5410語、計17351語を含み、原形、

品詞、読み、感情極性からなる。感情極性の数値は、

-1, -0.5, 0, 0.5, 1 の 5 値である。 
つぶやきを投稿することで形態素解析が行われる。

形態素を独自の辞書から探し、一致する形態素の感

情極性の文内の平均を評価値とする。 
独自の辞書の表層形と品詞と MeCab の辞書に存
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在する原形、品詞、を比較し、同一単語が存在した

時に表層形のみで判断する。 
ユーザが「グラフ」と投稿することで、グラフの

Web ページへのリンクが返される。グラフの横軸は

投稿回数、縦軸は評価値を表し、つぶやきの感情極

性の変化が見られるようになっている。プロットさ

れた点を押すと具体的な評価値が見られる。 
 

 
図 1 本システムの LINE トーク 

 
4. 予備実験 
極性分析とグラフ化が正常に機能することを確認

するための予備実験として、戯曲の一部をつぶやき、

評価値の変化を観察する実験を行った。 
 

4.1 実験内容 
 芥川龍之介の戯曲「3 つの宝」の冒頭のト書きを

含む 15 段落について、2 種類の辞書で比較実験を行

った。 
 
4.2 実験結果 
 図 2 は独自の辞書を用いて変化を見たものである。

評価値が 0 のもの、変化がないものが目立ち、辞書

の語数の不足が考えられる。 
 

図 2 独自の辞書に基づくつぶやきの変化 
 

 また、図 3 は文献(9)「単語感情極性対応表」の辞

書をそのまま用いた結果である。独自の辞書と比較

したとき評価値が低くなっている。この辞書に割り

振られる感情極性が負の値の語が多いからだと考え

られる。

 
 

図 3 文献(9)の 
辞書に基づくつぶやきの変化 

 
5. まとめ 
 今回の予備実験の結果から、2 種類の辞書で評価

値の変化の様子が大きく違う部分が見られた。単語

の感情極性に大きく依存しているので正しい評価を

得られなかった。 
また、本システムは文節の係り受けなどを考慮し

ていない。従って、乱文であっても解析されてしま

う。今後、構文解析、文脈解析のシステムを実装す

ることで、より正確な文の解析ができつぶやきによ

る変化の可視化がより明確なものになると考える。 
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